
中国四国教育学会　教育学研究紀要　第47巻　第2部(2001年)

第8期(後期)IFELにおける理科教育

はじめに

1948 (昭和23)年10月から1952 (昭和27)年3月ま

での4カ年問8期にわたって,全国15大学を主会場と

して実施された「教育指導者講習(Institute For Ed-

ucational Leadership ; IFEL)」は,わが国教育史上

画期的な出来事であったIFELでの講師はアメリカ

人が94名,日本人が275名,総勢369名に及んだ。アメ

リカ人講師の多くは大学教授,中等学校長などであり,

日本人講師は大学,文部省,国立教育研究所などに籍

を置いているものがほとんどであった。 4カ年にわたっ

て,彼らの指導を受けるためにIFELに参加した教育

関係者は総勢9,374名に上り,その身分は教育長,描

導主事,大学教官,高等学校教諭などであった。 (栄

1995 : 104

このIFELの教育的意義について,高橋寛人氏は,

「IFELの講座・コースの内容にそくしてIFELの意

義を見るならば,その主なものとして,教育学教員の

再教育という教師教育の改革・教育学の改造に果たし

た役割と,教育長・指導主事の養成を通じて教育行政

の改革に与えた影響の二点があげられるo」 (高橋

1999a : 10)と記し, (1)大学教官も含めた教師の現職

教育, (2)教育長及び指導主事の養成をIFELの大きな

意義として指摘している。

高橋氏の研究に見られるように, IFELに関する先

行研究は教育学や他教科(中屋1982・1987)では散

見されるが,理科教育分野では極めて少ない。元日本

理科教育学会長の伊神大四郎氏は戦後の理科教育研究

を回顧し, IFELについて, ①昭和26年度に理科教育

のIFELが広島大学教育学部と東京教育大学で開か

れたこと, (む米人講師として,コネチカット州立大学

のロバート・K・ウイツクウェア博士が来日したこと,

③IFELの研究成果として, 3冊の研究集録が刊行さ

れたという事実を記している。 (伊神1978:205)ま

た,井藤芳喜氏は現存する3冊の研究集録のうち,広

島大学で開催された第7期IFELの研究集録の概要

を明らかにしている。 (井藤1996:351) IFELでは

米人及び日本人講師による講義や日本人によるワーク

柴　　　-　実

(広　島　大　学)

ショップなどが6週間にわたって行われているが,こ

れらの先行研究ではIFELの内容の詳細,米人講師の

ロバート・K・ウイツタウェアの人物像, IFELがわ

が国の理科教育史上与えた影響などについては明らか

にされていない。

そこで本稿では,先行研究で解明されていない点に

ついて,一次資料の入手や当時の理科教育関係者への

インタビューなどによる情報収集に努め,戦後の理科

教育改革に果たしたIFELの意義について明らかに

するための基礎的知見を得ることを研究の目的とした。

I.昭和26年度第7 ・ 8期肝ELにおける理科

教育講座

IFELは第1期が東京大学を会場として1948 (昭

和23)年10月から実施されていたが,理科教育に関す

る講座は,昭和26年度第7 I 8期が初めてであった。

1951 (昭和26)年7月9日付の文大教第314号「昭和

26年度教育指導者講習実施要項案」によれば,第7 ・

8期IFELの目的は, 「教科教育法の専門家を養成す

るために必要な教育内容及び教育方法を修得する機会

を提供すること」であり,講習期間は「6週間の課程

2回」と規定されていた。 (高橋1999b:65f)

第7 ・ 8期IFELを円滑に運営するために, CIE

によって,米国から17名の専門家が顧問(Consultant)

として派遣された。第7 ・ 8期IFEL理科教育講座に

は,コネチカット州立ウイリマンティツタ・ティー

チャーズ・カレッジ(Willimantic State Teachers

College, Willimantic, Connecticut)のロバート・

K ・ウイツタウェア(Wickware,RobertK. : 1913-

97)が米人顧問(講師)として参加した。理科教育講

座には,米人顧問(講師)以外に,開設大学から選出

された講座主事及び講座主事補佐,米人顧問補佐など

が講義及び運営に当たった。講座主事は講座運営の責

任者であり,開設大学やその他の大学などから特別講

師を委嘱することができた。 (高橋1999b:66f)

広島大学教育学部を会場として開催された第7期

IFELでは,講座主事は中野粟夫(広島大学教育学部

教授),講座主事補佐は橋岡信一(広島高等師範学校
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教授),米人講師補佐(通訳)は吉田弘重が担当した。

また,東京教育大学を会場として開催された第8期

IFELでは,講座主事は金子孫市(東京教育大学助教

撹),講座主事補佐は竹林保次(東京教育大学附属高

等学校教諭) ,米人講師補佐G通訳)は後藤優美であった。

ところで, 「昭和26年度教育指導者講習実施要項案」

(文大数第314号)では, IFEL参加者の選考方針や

選考方法も規定されていたIFELの参加資格者は,

「現に大学において教科教育法を担当し,または担当

させようとする者」で, 「各地域,各専門分野におい

て将来指導的役割を果たしうるような優秀な人物であ

ること」が条件とされた。 (高橋1999b:69f)こうし

て,教員養成を主とする国公立大学,教育委員会など

から参加者が募られた。

それでは,この方針に従って,理科教育関係の

IFELはいつ,どのくらいの規模で実施されたのであ

ろうか。

1.昭和26年度第7 ・ 8期肝EL ・理科教育講座の参

加者

昭和26年度IFELの理科教育講座は,第7期が広島

大学教育学部,第8期が東京教育大学で実施されたが,

両大学での会期及び割当人数は表1の通りであった。

(高橋1999b: 72, 74)

表1 IFEL理科教育講座の開催大学,会期,割当人数

開催大字　　　　　会　　　期　　　　割当人数

広島大学　　　前期1951.9.17-10.26(6週)　　30

後期1951. ll.5-12.14(6週)　　30

東京教育大学　前期1952. 1.7- 2.15(6週)　　30

後期1952. 2.18- 3.29(6週)　　30

表1が示すように,第7 ・ 8期IFEL'理科教育講

座は前,後期共に,割当人数は30名であったが,実際

の参加者は相違していた。 (高橋1999c:389-391,

350-352

第7期IFELは,前期が1951 (昭和26)年9月17日

から10月26日まで,後期が11月5日から12月14日まで,

各6週間実施され,参加予定人員は前後期,各30名で

あったが,実際の参加者は前期24名,後期14名であっ

た。そのうち,北は愛知学芸大学から南は宮崎大学学

芸学部まで,主に西日本の教員養成系大学教官は27名,

高等学校教諭9名,教育主事2名であった。

また,第8期IFELは,前期が1952 (昭和27)年1

月7日から2月15日まで,後期が2月18日から3月29

日まで,各6週間実施され,参加予定人員は前後期,

各30名であったが,実際の参加者は前,後期共に20名

であった。そのうち,北は北海道学芸大芋から南は熊

本大学教育学部まで,主に東日本の教員養成系大字教

官は34名,指導主事は3名,高等学校教諭は2名,中

学校教諭は1名であった。

それでは, IFELにおいてはどのような講習が実施

されていたのか。次に,この点について明らかにしたい。

2.第8期(後期)肝EL・理科教育講座の講習日程

及び講習内容

1957 (昭和27)年2月18日から3月28まで,東京教

育大学で開催された第8期(後期) IFEL '理科教育

講座の講習日程及び講習内容は,表2の通りであった。

(金子・竹林1957: 137-139)

表2の講習日程及び講習内容を見ると, 6週間の期

間中,ウイツタウェアは午前3時間の講話及び講義を

8回行っていたことが分かる。これらの講話及び講義

内容は, ①民主主義社会における科学教育, ②ワーク

ショップの予想される問題点, (診コネチカットm立

ティーチャーズ・カレッジにおける教員養成課程, @

調査のテクニック, (9単元の開発, ⑥州立ウイリマン

ティツタ・ティーチャーズ・カレッジでの科学教育,

⑦科学教師教育の開発で用いられる基準, ⑧現職教育,

であった。ウィックウェア以外にも,日米特別講師と

して,小学校顧問として第7 ・ 8期IFELに参加して

いたアリス・ミール(Miel,Alice:コロンビア大学

ティーチャーズ・カレッジ助教授)は「子どもの発達

とカリキュラム」,中野佐三(東京教育大学教授:心

理学)は「児童心理学」,藤岡由夫(東京教育大学教

授:物理学)と梅根悟(東京教育大学教授:教育学)

は「理科教育について」という眉目で講義を行ってい

た。また,自由研究の時間に,玖村敏雄(文部省教職

員養成謀課長)が参加し,大学における理科教育法に

ついての講義を行っていた。講座主事金子孫市や講座

主事補佐竹林保次以外にも,中野佐三,藤岡由夫,

梅根悟などの東京教育大学関係者がIFELに関与し

ていた。

IFELではウイツタウェアらによる講義以外にも,

次のような多様な活動が盛り込まれていた(1)現地調

査:東京教育大学附属中学校,東京都立小松川高等学

校などに出掛けていた(2)訪問見学:大日本図書など

の教科書会社を訪問していた(3)グループ研究:午前

と午後, 3時間にわたって行われたグループ研究は合

計19回に及んでいた。 (4報告会:合計7回行われてい

た(5)討論:パネルディスカッションも含めて3回実

施されていた(6)全体会やレクリエーション,自由研

究などの時間が設けられていた。

ところで,第8期(後期) IFELを含めて, 4度講

(184)



表2　第8期(後期IFEL　理科教育講座の講習日程及
び講習内容

月 日 午 前 (9 ‥00~ 12 :0 0 ) 午 後 Q 3:oo ~ l 6 :oo )

(第 1 週 目)

2 .18 (月)

開 講式 自己 紹 介, 茶 話 会

2 .19 火 ) ワー ク シ ョ ップの 手 小 グル ー プで の 科学

続 きに関 す るオ リエ

ンテ ー シ ョ ン

教 育 に関 す る討 論

2 .20 水 ) R .K .W ic k w a r e 博 自 由研 究 (Fre e stu dy ) ,

士 に よ る講 話 「民 主

主義 社 会 にお け る科

学教 育 」

計 画 委 員会

2.2 1 木 ) R . K .W ic k w a r e 博

士 に よ る講 話 「ワー

ク シ ョップ の予 想 さ

れ る問 題 点 」

現 地調 査 Field w o rk

2 .2 2 金 ) 各 グル ー プ に よ る簡 グル ー プ研 究

単 な報 告 (G ro u p stu d y )

(第 2 週 目) R .K .W ic k w a r e 博 グル ー プ研 究, 芝 浦

2 .25 月) 士 に よ る講 義 「コネ

チ カ ッ ト州 立 テ ィー

チ ヤー ズ . カ レ ッジ

の教 員 養成 課 程 」

園 で のパ 」テ ィー

2.26 C火 ) A . M ie l に よ る講 義 現 地 調 査 (東 京 教 育

「子 ど もの発 達 とカ

リキ ュ ラム」

大 学附 属 中学 校 )

2 .2 7 水 ) 中野 佐 三 に よ る講義 現 地 調 査 (小 池 小 学

「児 童 心理 学 」 校 )

2 .2 8 (木 ) 全 体 会 (各 グ ル ー プ グ ルー プ研究 , 計 画

か らの 報告 ) 委 員会

2 .29 金 ) グル ー プ研 究 自由 研 究 (玖 村 敏 雄

によ る講 義)

(第 3 過 E]) 全 体 会 (各 グ ル ー プ グ ルー プ研 究

3 .3 (月) か らの 報告 )

3 .4 (火) グル ー プ研 究 グ ルー プ研究

3 .5 (水 ) R 一K .W ick w a re 博 12 ‥30~ 1 4 :0 0 レ ク リ

士 に よる講 義 「調 査 エ ー シ ヨ ン, 計 画 委

の テ ク ニ ッ ク」 員 会

3 .6 (木 ) R .K . W ic k 、,va re 博 現 地 調 査 (都 立 小 松

士 に よる講 義 「単 元

の 開 発」

川高 等 学校 )

3 .7 (金 ) 全体 討 論 レ ク リエ ー シ ョ ン

(ス ライ ド), 自由研

72

(第 4 週 日) 全体 会 パ ネル デ イス カ ツシ

3 .10 (月) ヨン

「カ リ キ ュ ラ ム 作

成 」

3 .11 火 ) R . K .W ic k w a r e 博

士 に よ る講 義 「m 立

ウ イ リマ ンテ ィツ ク

. テ ィー チ ヤー ズ .
カ レ ッ ジで の科 学教

育 」

グル ー プ研 究

185)

3.12 水) グループ研究 グループ研究

3.13(木) R .K .W ickw are 博 12:30- 14:00レクリ

士による講義 「科学 エーシヨン, 計画委

教師教育の開発で用

いられる基準」

貞会

3.14 金) グループ研究 自由研究

(第5週目) 全体会n :00- 12:00, グループ研究

3.17C月) IFEL の評価

3.18(火) R .K .W ickw are 博

士による講義 「現職

教育」

グループ研究

3.19C水) グループ研究 グループ研究(第一

ホテルでのディナー

パーティー)

3.20(木) 報告会 学校図書K一K .の訪

(9:oo~ n :oo),

グループ研究

(11‥00- 12:00

m

(第6週目) 学習指導要鯨, グル 学習指導要乱

3.24C月) ープ研究 グループ研究

3.25 火) 報告会 報告会

3.26(水) 藤岡由夫による講義 第1グループによる

「理科教育につい 報告会, グループ研

て」 究

3.27(木) 梅根悟による講義 大日本図書K .K .の

「理科教育につい

て」

訪問

3.28(金) 閉講式

義を担当し,中心的な役割を果たした米人講師ウイツ

タウェアはIFELを通じて,何を日本人に伝えようと

したのか。そもそも彼自身,どのような経歴の持ち主

で,科学教育に関してどのような考え方を有していた

のか。次に,この点を明らかにしたい。

II.米人講師ロバート・K・ウイツクウェアの

人物像

1.ロバート・K・ウィックウェアの経歴

ロバート・K・ウイツクウェア(Wickware,

RobertK.:1913-97)は1913年8月12日,サウス・ダ

コタのバイソン(Bison)に生まれ, 1997年1月に没

している。彼はモンタナ州げァリア- (Vaiier)で初

等中等教育を終え, 1934年,モンタナ州ミズ-ラ

(Missoula)にあるモンタナ大学で文学士号(A. B.

degree)を取得し,その後コロンビア大学で, 1940

年文学修士号(M. A.), 1947年教育学博士号(Ed. D.)

を取得した。彼の博士論文の題目は, 「コネチカット

州東部の地域コミュニティーにおける科学教育の育成」

であった。



彼の教職経験は次の通りであった1934-35年:モ

ンタナJJlトげァリア- ・ハイスクール, 1935-39年:モ

ンタナ州ルイスタウン・ジュニア・ハイスクール,

1939-41年;コロンビア大学ティーチャーズ・カレッ

ジ自然科学部助手1941-?午;コネチカット州立ウイ

リマンティツタ・ティーチャーズ・カレッジ1951-

52年,ウイツタウェアは休暇を取り,日本の広島大学

(広島市)での第7期IFEL,東京教育大学(東京都)

での第8期IFELにおいて教鞭を執った。彼は,これ

らのIFELで科学教育の顧問(Consultant)を務めた。

夏期講習(Summer session)に関する業績には,次

のものが含まれる1954年,コネチカット大学でのエ

レメンタリイ・サイエンスに関するワークショップの

共同指導者,州立ダンベ1)- ・ティーチャーズ・カレッ

ジの客員教授: 1957年,バーモント州の初等ワーク

ショップの指導者; 1957年,州立サンホゼ大学の顧問,

1957年,コネチカット州教育局のTVプログラム

「動乱のアジア」の顧問。

ウイツクウェアの所属学会は次の通りであった。全

米科学教育研究協会(National Association for Re-

search in Science Teaching ; NARST),全米エレ

メンタリイ・サイエンス審議会(NationalCouncil

for Elementary Science; NCES), Phi/ Delta/

Kappa, Kappa/Delta/ Phi,全米教育協会(Na-

tional Education Association; NEA),全米科学教

師協会(National Science Teachers Association;

NSTA) ,コネチカット教育協会,コネチカット科学

教師協会　AAAS,科学教師教育協会(Association

for the Education of Teachers in Science; AETS) ,

AAUP,アメリカ連邦国家講師サービス協会,コネ

チカット教師教育審議会。

ウイツタウェアの所属学会等での活動は次の通りで

あった1948-49年,全米エレメンタリイ・サイエン

ス審議会の財務担当1954-55年,科学教師教育協会

(AETS)の行政委員会(Executive Committee)

委員1957-58年,科学教師教育協会(AETS)の会

長,全米科学教師協会(NSTA)の国際関係委員会

(International Relations Committee)議長,パケ

ット・サービス(PacketService)の評価委員会委

員及び任命委員会(Nominations Committee)委員。

(Pruitt, C. M. 1958: 289f)

IFELの米人顧問(講師)であったウイツタウェア

は,帰国してから5年後の1957年に,科学教師教育協

会(AETS)の会長職に就くなどの経歴が示すように,

米国では教師教育の専門家であった。

2.ウィックウェアの科学教師教育に関する考え方

ウイツクウェアは来日前(1947年), r科学教育

(Science Education) !誌上で,科学教師教育に関す

る考え方を示していた。

「教師にとって,身の回りの環境での経験から,文

化の問題が現実的であると認芸けることは重要であ

る。 (中略)文化に関連して,環境や地域などの問

題について考慮するに当たって,科学教育の役割は

何であるのか?科学教師或いは科学的能力を有する

教師は二つの視点から,これらの問題を理解し,行

動せねばならない。第-に,科学の何がこれらの問

題解決に寄与しうるのか。第二に,これらの問題を

より深く探究するために,科学の何が本質的である

のか。」

「科学教育は,文化における科学の役割と関連づけ

られる必要がある。 (中略)欠如している適切なデー

タや未整理の問題などを探究するという点において,

科学教育は科学の役割と関係している。」

「科学教師は,地域社会の問題に独創的に立ち向かっ

たり,科学の利便性と人々の問題との連絡役になっ

たり,現代文化における科学の役割を解釈するとい

う点において,大いに貢献しなければならない。」

(Wicklrare 1947 : 23ト234)

このように,教師教育に関するウイツタウェアの考

え方は次の通りであった。つまり,科学教育は地域社

会と密接に関連しており,さまざまな問題を科学的に

解決することを目指しており,そのために教師は,料

学の本質を理解し,子どもと共に地域社会の問題を解

決するための数多くの経験を取り込んだカリキュラム

を構想するように留意せねばならないというのであっ

た。

このような経歴と科学教師教育観を持ったウイツク

ウェアはIFELを通して,何を日本人を伝えようとし

たのか。次に,この点を明らかにするために彼の講義

内容を分析したい。

III.ウイツクウェアによる講義内容とワーク

ショップでのグループ研究の内容

1.ウイツクウェアの講義内容

ウイツタウェアは講義で,謄写版印刷の資料を使用

していた。これらの講義資料の表題は,次の通りであっ

た。 (丑民主主義社会における科学教育, (塾このIFEL

と関連して,科学教育のワークショップを展開する際

の諸注意, ③コネチカット州立ウィリマンティツタ・

ティーチャーズ・カレッジの科学教育課程(15週),

④日本における科学教育の役割, ⑤カリキュラム開発

及び計画の方法, ⑥州立ウイリマンティツタ・ティー
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チャーズ・カレッジ, (訓日立ウイリマンティツタ・

ティーチャーズ・カレッジーエレメンタリイ・サイエ

ンスの教育, ⑧どのようにして,教師は科学プログラ

ムを事前に計画するのか, ⑨科学の現職教育, ⑩科学

教育の効果に関する評価, ⑪科学教育カリキュラムを

計画する際に用いられる質問のチェックリスト, ⑫科

学教育文献の紹介。

これらの講義資料を概観すると,例えば, ① 「民主

主義社会における科学教育」では,教育が民主主義的

社会に果たすべき役割,実施すべき目標の明確化,氏

主主義の特徴,科学教師の役割などが指摘されていた。

また, ② 「このIFELと関連して,科学教育のワーク

ショップを展開する際の諸注意」では,ワークショッ

プの定義, IFELでのワークショップの位置づけ,ワー

クショップで遭遇する問題点,ワークショップの評価

などが明示されていた. (診「コネチカット州立ウイリ

マンティツク・ティーチャーズ・カレッジの科学教育

課程(15週)」では,同ティーチャーズ・カレッジで

の科学教育コースの実際例に則しながら,科学教育の

目的の展開,子どもの学習経験の計画,教材開発,カ

リキュラム開発などが示されていた。

2.ワ-クショップによるグループ研究の内容

第7 ・ 8期IFELでは講習終了後,ウイツタウェア

らによる講義やグループ研究などの成果が研究集録と

してまとめられた。第7期IFELの研究集録は1冊,

第8期IFELの研究集録は前期分が1冊,後期分が1

冊, IFEL全体では, 3冊の研究集録が作成された。

第7期及び第8期(前期) IFELの研究集録の内容は

表3, 4の通りである。 (中野1951:ト210,金子・

竹林1952 : ll-124)

第7期及び第8期(前期) IFELの場合と同様に,

第8期(後期) IFELにおいても,ウイツクウェアや

ミール,中野佐三らによる講義や19回に及ぶグループ

研究の成果などが研究集録としてまとめられた。同研

究集録の内容は表5の通りである。(金子・竹林1952:

ll-135)

表5が示すように,第8期(後期) IFELにおける

ワークショップでは4つのグループに分かれて,研究

が進められた。各研究グループはウイツタウェアや金

子講座主事らと協議しながら,研究テーマを決定した

のではないかと推測されるが,参加者がテーマとして

取り上げた現耳歳教育のあり方,地域資料を取り入れた

理科カリキュラムの開発,調査に基づいた理科カリキュ

ラムの開発など,いずれも当時の理科教育界における

緊要の問題であったIFELでの研究成果はこれらの

問題に対する一応の解決茂を提示したのではないかと

推察される。

表3　第7期IFEL研究集録の内容

1.理科教育の目的一理科教育の使命,理科教育の具

体□n.

2.理科の心理とカリキュラムー理科教育のための心

理学,理科カリキュラム構成の原理,単元構成三例。

3.理科の指導法-理科単元の一般的指導法,理科単

元学習に於ける種々の指導形態。

4.評価一評価についての一般的考察,評価の方法,

問題場面によるテスト0

5.理科実験及び施設-はしがき,理科の設備と備品,

実験実習項目と機械器具その他。

6.小学校の理科のカリキュラム構成過程の実際一構

成の態度,構成の過程。

7.中学校の理科のカリキュラム構成過程の実際-ま

えがさ,社会の要求の分析,分析表より単元構成

に必要な内容の決定,単元設定の理由。

8.高等学校理科カリキュラム構成過程の実際一研究

の方針,上下水に関する問題の分析,分析結果の

処理,単元設定の理由,理科(化学)学習指導計

画案,本単元指導上の注意。

F第七回教育指導者講習研究集録・理科教育法』により,

筆者作成。

表4　第8期(前期) 】FEL研究集録の内容

1.理科教育目的の検討-研究主題設定の理由,主題

の研究について,調査資料。

2.中学校理科指導はどうしたらよいか-研究題目設

定の理由,単元学習の指導と展開の諸問題,実験

観察指導上の問題,理科教育と道徳教育,理科学

習指導と教師の問題。

3.理科教育に於ける評価の諸問題一序言,班の構成

(性格),現場に於ける評価の実状,班の意図し

た問題の範囲,評価の意義に就いて,評価の対象

や項目の分類,定義について,評価の手続き,方

法に就いて,現行カリキュラムに於ける評価項目

にかけられているWeightの分布の分析,結語。

4.望ましい理科教師養成は如何にあるべきか一望ま

しい理科教師の素養の考察,理科教育講座の構成

と内容をどうするか,理科教育講座は教育実習に

どんな役割を果すべきか。

「第八回(前期)教育指導者講習研究集録・理科教育」によ

サ. :7f古作球。
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表5　第8期(後期) IFEL研究集録の内容

1.大学における「理科教育」 - 「理科教育」シラバ

ス序言,理科教育において態度能力を最も伸張さ

せる学習指導法について,望ましき理科教師の素

養,教員養成学部における理科教員志望者に対す

る履修課程について。

2.理科現職教育-緒論,現職理科教員の実態調査,

現職教育の実状,現状に対する大学並びに現場の

要望,望ましい現職教育のあり方。

3.地域社会における資料の理科教育への導入一吉川

町の調査,理科教育に導入すべき資料の抽出,郷

土的資料の理科カリキュラムの導入。

4.カリキュラムは如何にして改善されるか一研究主

題設定の理由,基本的方針,調査,調査によって

得られた問題から理科の学習されるべき問題を導

き出す手続き,単元を作り上げる過程,単元の展

開,結論。

r第八回(後期)教育指導者講習研究集録・理科教育」によ

り,筆者作成。

おわりに

ウイツタウェアや金子講座主事らは, IFEL参加者

が講義や現地調査,ワークショップなどを通して,地

域の実態や問題などを明確に把握した上で,これらの

問題を解決するためのカリキュラム開発を行うよう指

導していたと推測される。事実,講習内容や研究集録

にまとめられた研究内容を見ると, IFEL参加者はワー

クショップなどのさまざまな活動を通して,日本の実

態に即して理科教育の内容や研究方法などを体得して

行ったことが分かる。と同時にIFEL参加者は,理科

カリキュラム開発や現職教育などに関する本格的な理

科教育研究を行っていた。つまりIFELは将来理科

教育界で活躍する指導者として,参加者の自己成長を

促すという役割と,当時理科教育界が直画していた問

題に対して,ワークショップによるグループ研究を通

して実際的な指針を示すという役割の両面を持ってい

たと考えられる。

ところで,参加者の目に映ったウイツタウェアの人

物像として,第8期(後期) IFELに参加していた森

幸雄氏(元岐阜大学教育学部)は, 「先生らしい余分
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の先入観や偏見なく,あの時点のアメリカ人なのに,

真筆に日本を理解しようと努力されていたことが良く

分かりました。また,あの当時も感じました真面目で

温かい人柄が伝わっている」 (筆者への私信による)

と記し,米人講師ウイツタウェアを高く評価している。

今後の課題として,第7 ・ 8期IFELの全貌を明ら

かにすること, IFELに参加した理科教育関係者のそ

の後の活動について追跡調査を行うことなどが残され

た。

なお本研究に当たり,森幸雄氏や小辻空也氏(元福

井大学教育学部)には当時の昌重な資料をご恵与いた

だき,インタビューにも快く応じていただいた。記し

て深謝申し上げたい。
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